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ス�ト�ラクターはいらだちま�し�た。こんなに簡単なこ�

とがどう�し�てできないのかと。こ�うですよ，こう。�

そういって彼らは華麗に雪�面を滑り降りてみせるの�

で�し�た。�

　�『生物と無生物のあいだ�』�を書くにあたって思い出�

し�たのがスキーのことだっ�たのです。そうなのです。�

彼らがうまくスキー技術を�言葉にできないのは，実�

は彼らがそれを忘れている�から，あるいはより正確�

にいえば憶えた経験すらな�いからなのです。それほ�

どスキーの滑走感，ターン�感は彼らにとって生得的�

なものなのです。�

　結局，私たちが，伝える�ことができるのものは，�

自分が理解�し�たプロセス自体を憶えてい�ることだけ�

である。そう思えたとき，�私は，自然とこの本を，�

初めて研究者の卵と�し�て就職�し�たニューヨークのロ�

ックフェラー大学のことか�ら書き始めていま�し�た。�

そうなのだ，自分が理解�し�たプロセスを，自分の体�

験と�し�て語ればよいのだ。それは�ある時は混乱であ�

り，別のときは落胆だった�。そ�し�てまたそれはささ�

やかな喜びでもあった。そ�のいちいちを，事後的で�

はなく，自分の内部の時間�の流れと�し�て記述すれば�

よいのだ，と。�

　その試みは，もちろん本�書では全く不十分な，実�

験的なものにとどまってい�ます。�し�か�し�，私にでき�

ることはそれを継続�し�ていくことだけなのだと�いう�

こともわかったのです。�

　このほど私は�『生物と無生物のあいだ�』�（講談社現�

代新書）�という本を書きま�し�た。�ずっと書きたかった�

テーマを論�じ�た本です。�「生命とは何か？」�という問�

いは，人類の歴史が始ま�って以来，繰り返�し�問い続�

けられてきま�し�た。ある意味で永遠の�この問いに対�

し�て，現在，自分は何と答える�ことができるのだろ�

うか，それをできるだけ�わかりやすい言葉に�し�よう�

と思ったのです。�

　この本を書くにあたっ�て，まず考えたことは，教�

科書はなぜつまらないか�，ということです。教科書�

は，○○は××である。�これらは△△と呼ばれる。�

という風にかかれていま�す。教科書がつまらない理�

由。それはすべての知識�を事後的に整理�し�ているか�

らです。そ�し�て，なぜそのとき，その�知識が求めら�

れたのかという切実さが�記述されていないからです�。�

誰がどのように�し�てその発見に到達�し�たのかという�

物語がすっかり漂白され�て�し�まっているから，教科�

書はつまらないのです。�

　唐突ながら，私はスポ�ーツが得意ではありません�。�

学校の体育の時間にろく�な記憶がないのです。それ�

でも大学に入ってから知�人に誘われるままスキーを�

始めま�し�た。スキー場に行くと必ずス�キースクール�

に入ってインス�ト�ラクターから指導を受ける�ことに�

し�ま�し�た。彼ら�（あるいは彼女ら）�の滑りは私の目に�

神様のごとく映ります。�し�か�し�，意外にも，スキー�

が抜群にうまいインス�ト�ラクターたちは，そのうま�

さを伝えることができな�いので�し�た。�し�ば�し�ばイン�

・�・�・�

小学校家庭科　�新学習指導要領　�全文� 2008年3月28日告示　�　�※中学校技術・家庭科はp.16に掲載�し�ております。�

　衣食住�など�に関す�る実�践的・�体験�的な活�動を�通�

し�て，日常�生活�に必要�な基�礎的�・基本�的な�知識及�

び技能�を身�に付け�ると�とも�に，家庭生�活を�大切に�

する心�情を�はぐく�み，家族�の一�員と�し�て生�活をよ�

りよく�し�ようとする実践的な�態度を育てる。�

　�

〔第5学年及び第�6学年〕�

１　目標�

（�1）�衣�食�住�や�家�族�の�生�活�な�ど�に�関�す�る�実�践�的�・�体�

験的な�活動�を通し�て，自分�の成�長を�自覚�すると�

ともに，�家庭生活への関心�を高め，�その大切さに�

気付くようにする�。�

（�2）�日�常�生�活�に�必�要�な�基�礎�的�・�基�本�的�な�知�識�及�び�

技能を�身に�付け，身�近な生�活に�活用�でき�るよう�

にする。�

（�3）�自�分�と�家�族�な�ど�と�の�か�か�わ�り�を�考�え�て�実�践�す�

る喜び�を味�わい，家�庭生活�をよ�りよ�く�し�ようと�

する実践的な態度�を育てる。�

２　内容�

Ａ　家庭生活と�家族�

（1）�自分の成長と家族�について，�次の事項を指導す�

る。�

ア　自分の�成長�を自�覚す�るこ�とを�通�し�て，家庭生�

活と家族の大切さ�に気付くこと。�

（�2）�家�庭�生�活�と�仕�事�に�つ�い�て，次�の�事�項�を�指�導�す�

る。�

ア　家庭に�は自�分や家�族の�生活�を支え�る仕�事があ�

ること�が分�かり，自�分の分�担す�る仕�事が�できる�

こと。�

イ　生活時�間の�有効�な使�い方�を工�夫�し�，家�族に協�

力すること。�

（3）�家族や近隣の人々�とのかかわりについ�て，�次の�

事項を指導する。�

ア　家族と�の触�れ合い�や団�らん�を楽�し�くす�る工夫�

をすること。�

イ　近隣の�人々�との�かか�わり�を考�え，自分�の家庭�

生活を工夫するこ�と。�

Ｂ　日常の食事�と調理の基礎�

（1）�食事の役割につい�て，次の事項を指導�する。�

ア　食事の�役割�を知�り，日常�の食�事の�大切�さに気�

付くこと。�

イ　楽�し�く食事をするための�工夫をすること。　�

（2）�栄養を考えた食事�について，�次の事項を指導す�

る。�

ア　体に必�要な�栄養素�の種�類と�働きに�つい�て知る�

こと。�

イ　食品の�栄養�的な�特徴�を知�り，食品�を組�み合わ�

せてとる必要があ�ることが分かること�。�

ウ　１食分の献立を�考えること。�

（3）�調理の基礎につい�て，次の事項を指導�する。�

ア　調理に関心をも�ち，必要な材料の分�量や手順�

　を考えて，調�理計画を立てること�。�

イ　材料�の洗�い�方，切り�方，味の�付�け方，盛�り�付�

け，配膳及び後片付�けが適切にできる�こと。�

ウ　ゆでたり，�いためたり�し�て調理ができるこ�と。�

エ　米飯及びみ�そ汁の調理ができる�こと。�

オ　調理に�必要�な用具�や食�器の�安全で�衛生�的な取�

扱い及びこんろの安�全な取扱いができ�ること。�

Ｃ　快適な�衣服と住まい�

（1）�衣服の着用と手入れ�について，�次の事項を指導�

する。�

ア　衣服の�働き�が分�かり，衣�服に�関心�をも�って日�

常着の快適な着方を�工夫できること。�

イ　日常着�の手�入れ�が必要�であ�るこ�とが�分かり，�

ボタン付けや洗濯が�できること。�

（�2）�快�適�な�住�ま�い�方�に�つ�い�て，次�の�事�項�を�指�導�す�

る。�

ア　住まい�方に�関心�をも�って，整�理・�整頓�や清掃�

の仕方が分かり工夫�できること。�

イ　季節の�変化�に合わ�せた�生活�の大切�さが�分かり，�

快適な住まい方を工�夫できること。�

（3）�生活に役立つ物の製�作について，�次の事項を指�

導する。�

ア　布を用�いて�製作�する�物を�考え，形�など�を工夫�

し�，製作計画を立て�ること。�

イ　手縫い�や，ミシ�ンを�用い�た直�線縫�いに�より目�

的に応じ�た�縫い�方を考�えて�製作し�，活用�できる�

こと。�

ウ　製作に�必要�な用具�の安�全な�取扱い�がで�きるこ�

と。�

Ｄ　身近な�消費生活と環境�

（1）�物や金銭の使い方と�買物について，�次の事項を�

指導する。�

ア　物や金�銭の�大切�さに�気付�き，計画�的な�使い方�

を考えること。�

イ　身近な物の�選び方，�買い方を考え，�適切に購入�

できること。�

（2）�環境に配慮�し�た生活の工夫につ�いて，�次の事項�

を指導する。�

ア　自分の�生活�と身近�な環�境と�のかか�わり�に気付�

き，物の使い方など�を工夫できること�。�

　�

１　指導計�画の�作成�に当�たっ�ては，次�の事�項に配�

慮するものとする。�

（1）�題材の構成に当たっ�ては，�児童の実態を的確に�

とらえるとともに，�内容相互の関連を図�り，�指導�

の効果を高めるよう�にすること。�

（2）�「�Ａ家庭生活と家族�」�の�（1）�のアについては，第�

4学�年�ま�で�の�学�習�を�踏�ま�え�２�学�年�間�の�学�習�の�見�

通�し�を�立て�させ�るため�に，第５�学年�の最�初に履�

修�さ�せ�る�と�と�も�に，�「Ａ�家�庭�生�活�と�家�族」か�ら�

「Ｄ身近�な消�費生�活と�環境」ま�での�学習�と関連�

させるようにするこ�と。�

（3）�「�Ｂ日常の食事と�調理の基礎」�の�（3）�及び�「Ｃ快�

適な衣服と住まい」�の�（3）�については，学習の�効�

果を高めるため，�2学年にわたって�取り扱い，�平�

易なも�のから�段階�的に学�習で�きるよ�う計�画する�

こと。�

（4）�第１章�総則の�第１の�２及び�第３章�道徳の�第1に�

示す道�徳教�育の�目標に�基づ�き，道徳�の時�間など�

との関�連を�考慮し�なが�ら，第３�章道�徳の�第２に�

示す内�容に�つい�て，家庭科�の特�質に�応�じ�て適切�

な指導をすること。�

２　第2の内容の�取扱いについては�，�次の事項に配�

慮するものとする。�

（1）�「�Ｂ日常の食事と調理�の基礎」�については，次�

のとおり取り扱うこ�と。�

ア　�（2）�のア及びイについ�ては，�五大栄養素と食品�

の体内での主な働き�を中心に扱うこと。�

イ　�（3）�のエについては，�米飯やみそ汁が�我が国の�

伝統的な日常食であ�ることにも触れるこ�と。�

ウ　食に関�する�指導�につ�いて�は，家庭�科の�特質�に�

応�じ�て，食育の充実�に資するよう配慮す�ること。�

（2）�「Ｃ�快適な�衣服�と住ま�い」の�（�2）�の�イに�ついて�

は，�主と�し�て暑さ・寒さ，�通風・換気及び採光�を�

取り上げること。�

（3）�「�Ｄ身近な消費生活と�環境」�については，次の�

とおり取り扱うこと�。�

ア　�（1）�の�イに�つい�ては，�「Ａ�家庭�生活�と家�族」の�

（3）�，�「Ｂ日常の食事�と調理の基礎」�の�（3）�並びに�

「Ｃ快適�な衣服�と住�まい」の�（�2）�及び�（�3）�で扱う�

用具や�実習材�料な�どの身�近な�物を取�り上�げるこ�

と。�

イ　�（�2）�に�つ�い�て�は，�「Ｂ�日�常�の�食�事�と�調�理�の�基�

礎」又は�「�Ｃ快適な衣服と住ま�い」�との関連を図�

り，実践的に学習で�きるようにすること�。�

３　実習の�指導�につ�いて�は，次の�事項�に配�慮す�る�

ものとする。�

（1）�服装を整え，�用具の手入れや保管�を適切に行う�

こと。�

（2）�事故の防止に留意し�て，�熱源や用具，�機械など�

を取り扱うこと。�

（3）�調理に用いる食品�については，�生の魚や肉は扱�

わないなど，安全・�衛生に留意すること�。�

４　家庭と�の連�携を�図り，児�童が�身に�付け�た知�識�

及び技�能など�を日�常生活�に活�用する�よう�配慮す�

るものとする。�

５　各内容�の指�導に�当た�って�は，衣食�住な�ど生�活�

の中の�様々な�言葉�を実感�を伴�って理�解す�る学習�

活動や，自�分の�生活�におけ�る課�題を�解決�するた�

めに言�葉や図�表な�どを用�いて�生活を�より�よくす�

る方法�を考�えた�り，説明�し�たり�する�など�の学習�

活動が充実するよう�配慮するものとする�。�

第１　�目標�

第２　�各学年の目標及び内容�

第３　�指導計画の作成と内容の取扱い�
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モチヅキ　カズエ�
秋田大学教育文化学部教授。�私立中・高一貫校の教諭，�大�
学講師を経て現職。�主な著書は�『衣食住・家族の学びのリ�
ニューアル―家庭科カリキュラムの開発の視点―』�（日本�
家庭科教育学会編，�明治図書，�2004）�，�『家庭科再発見―�
気づきから学びがは�じ�まる―』�（堀内かおる編著，�開隆堂�
出版，2006）�など。�

い，知的探求の活動と�し�て取り戻�し�，子ども�

から大人までの学習活動に活か�し�て」�1）�いける�

学びである。�

　未来の学びをデザインする教師の授業力量�

は，授業の構成力，教材開発力，授業におけ�

る即興的判断力からなっている。これらは，�

それぞれ関連�し�ながら教師の授業力量を高め，�

教師を成熟させていく。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

〈授業を構成する〉�

　教師は授業を構成するために，どのような�

空間でどのような活動をするのかを決めなけ�

ればならない。そのためには，男女共同参画�

社会や持続可能な社会，人間の尊厳が尊重さ�

れる高齢化社会，安心できる食べものや衣服�

や住まいなどを創造する知識とスキルと態度�

は何かという教養と教科知識が必要である。�

　また，どのようなス�ト�ーリーが生徒たちに�

と�っ�て�必�要�な�知�識�と�ス�キ�ル�と�態�度�を�身�に�つ�け�る�

ことができるかを考えて授業を構成�し�ていく。�

〈教材を開発する〉�

　生徒たちの活動をデザインするとき，そこ�

に持ち込む教材が必要となる。刻々と変化す�

る生活を対象とするので，どのような教材で�

あれば生徒が身を乗り出すのか，日常的に探�

求�し�ていきたい。ある教師は，地域の博物館�

に行ったとき，古代人が粘土で作ったキノコ�

の見本を見つけた。早速，粘土のキノコ見本�

の写真をパソコンに取り込み，パワーポイン�

ト�で教材を作成�し�た。�「これは，�この地域に住�

んでいた古代人が作ったものです。何だと思�

いますか」と生徒たちに語りかけ，授業を始�

めた。生徒たちはグループで活発に話�し�合い，�

古代の人々が食べられるキノコを峻別するた�

めに粘土で見本を作って伝えていた知恵を知�

り，驚きの声をあげた。こう�し�て教材が生き，�

安心できる食べもの，命をつなぐ食べものの�

授業ができあがっていった。�

〈授業で即興的に判断する〉�

　授業で即興的に判断する力とは，授業のな�

かで起こる出来事に対応�し�て，あらか�じ�め用�

意�し�ていたス�ト�ーリーや枠組を見直�し�，解決�

と思われるものを選び，行い，評価�し�，次の�

授業ス�ト�ーリーにつなげていく力である。こ�

のような判断力の基礎は，教師が生徒の学び�

を見取る力によって支えられている。教師は，�

授業を�し�ているとき，知識をフル回転させ全�

身をセンサーに�し�ながら，時間と対話を管理�

し�授業を編み直�し�ていく。生徒の成長と変化�

を敏感に感�じ�取り即興的に判断を�し�ながら授�

業を進めるのだ。先の保育園実習を教師が語�

るとき，自閉症の生徒が手を差�し�出すシーン�

を取り上げて語ったが，それは，教師がその�

生徒のその瞬間を見逃さなかったからこそ語�

ることができたのである。�

4．家庭科の未来の学びをデザインする�

　このような教師の即興的判断を教師自身が�

意識化することで，次の授業構成や教材開発�

に生かすことができる。授業の反応や発言に�

よって生徒理解も深まる。まず，教師は，授�

業で生徒の声を聴き取ること，書いたものを�

読み取ること，生徒の行為・行動から生徒の�

学びを洞察すること，授業で自分が最も影響�

ある教材や方法を用いることができたのかを�

ふり返ることから始めたい。授業を同僚や親�

たちや地域の人たちに見てもらい，他者の目�

を通�し�て生徒の学びをふり返ることもできる�

だろう。また，授業実践記録を書くことを勧�

めたい。衣，食，住，家族の学びは，命を守�

る学びである。目の前の生徒の学びをていね�

いに見取れることは，命を守り，未来の学び�

をデザインする家庭科教師の専門職性を高め�

ることができるだろう。�

1．�「生活」をみつめる家庭科�

　家庭科は，生徒たちが生活を見つめ，より�

良い生活を創造�し�ていく資質と能力を育成�し�

ていく教科である。人間の「生活」を対象と�

する学びでは，生徒の思いや生活のなかに課�

題を見出すことができる。その生徒にとって，�

いまの生活がどのようになっているのか，ど�

のような関係のなかで自分は生きているのか�

を把握�し�，他者とつながり協力�し�ながらより�

良い生活を創り出す知識やスキルや態度を身�

につけることこそ重要なのだ。�

2．家庭科の授業がもつ可能性�

　家庭科の授業は，可能性に満ちている。そ�

れは，人間の「生活」を扱うので，未来の学�

びを�デ�ザ�イン�す�る�ため�の�３�つ�の要�素�１�）�「空間�

space」�「活動activity」�「共同体community」�を�

自由に展開できるからだ。�

　学ぶ空間を教室から保育園に移�し�，中学生�

が子どもと遊ぶという活動をデザインすると，�

教室では引き出せない生徒の力を引き出すこ�

とができる。学校では全く自ら行動できなか�

ったある自閉症の生徒が，保育園ではひざを�

ついて子どもに手を差�し�出�し�た。その空間と�

活動が生徒たちと子どもをつなぎ，生徒たち�

の他者と関わる能力を引き出�し�た。�

　人間の「生活」を扱うので，教室での学び�

に誰もが参加�し�やすい。保育園実習後，教師�

は生徒に子どもとの関わりを詳細に綴らせた。�

生徒たちは，実習を思い出�し�ながら書くこと�

で，自分の体験をふり返り，それぞれの言葉�

で体験について語りあった。保育園実習とい�

う共通の体験が，友だちの発言を聴きあえる�

関係や，安心�し�て話す関係を生み出�し�ていっ�

た。教師と生徒が話�し�あって「現代の子ども�

の問題を調べてみよう」という次の学習課題�

が決まり，学習に弾みがついた。高齢者の子�

ども時代を聞き取り調査するグループ，おも�

ちゃの変化を調べるグループなどができ，教�

室に探求�し�あい語りあう共同体ができていっ�

た。�

3．家庭科教師の授業力量とは�

　未来の学びとは，�「人間の学びを本来の楽�し�

【参考文献】�
１）�美馬のゆり，山内祐�平�『�未来の学びをデザイ�ンす�
る』東京大学出版�会，2005
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ヤマシタ　�アキノリ�
 1945年岐阜県生まれ。�東京教育大学�（現・筑波大学）�大学�
院農学�研究�科修士�課程�修了。現�在，島根大�学教�授。農学博�
士。�主な著書に�「木材の性質と加工」�（開隆堂出版，�1993）�，�
「木と森�の総合�学習」�（�全国林�業改�良普及�教会，2003）�，�
「木育のすすめ」�（海青社，�2008）�等がある。�平成19年6
月にはNHK BShi「アインシュタインの眼　�宮大工・木を活�
かすカンナの技」に出演。�

この探求心を基盤に，技術的素養の一つであ�

る理論学習の展開が可能となってきます。�

　�

5．�「分解可能な完成見本」�と�「段階ごとの半完�

成見本」�が必要�

　ものづくり学習には材料の準備，材料取り，�

部品加工，接合加工，組立，塗装のように一�

つ一つの工程を経て形ができあがっていきま�

す。この工程�（プロセス）�が一段階ごとに明確�

に理解できる半完成�（段階）�見本教材を準備す�

ることが必要です。�

　もちろん完成見本も必要ですが，最終学習�

成果となる完成教材見本だけでは，毎時間ご�

との学習内容と学習到達目標が明確に学習者�

へ伝えることができません。さらに，完成見�

本においては主要な部品の分解可能な完成見�

本が必要です。�

　ものづくり学習では，完成品が最終の学習�

成果であります。授業開始時点においては学�

習の最終目標を提示することが必要でありま�

す�が，そ�の�時�点�に�お�い�て�学�習�の�工�程�（�プ�ロ�セ�

ス）�，�すなわち，�これからこのようなことを学�

習�し�ていくのですよ，という筋道を学習者に�

わかりやすく提示�し�，解説�し�ていくことが必�

要です。�

　�

6．代名詞を使うな　�!!…技術の実習授業中�

　材料，道具，機械のある技術室での授業で�

は，教師は授業中に「のこぎりびきでは，こ�

こを，このように，持って，こうすると正確�

に切断できる。�」�等と師範説明する場合があり�

ます。このように代名詞を多用�し�た表現では�

生徒は理解できません。正確な固有名詞なり，�

具体的な表現法を用いて説明する必要があり�

ます。これは生徒達に木材加工の�「専門用語」�

の「言葉」の大切な学習であり，わかる授業�

の第一歩です。�

1．技術�の教�師�に�と�っ�て最�も�重�要�な�事…�生�徒�

を魅了できる実技力�

　私自身は技術分野の木材加工を専門に�し�て�

いますので，今回は木材加工分野を例にお話�

し�を進めていきます。�

　生徒にとって，先生はあこがれの的でなく�

てはなりません。木工実技において生徒を魅�

了できるような師範ができる指導力を身に付�

けている，または，身に付けられるように努�

力�し�ていくことは，教師と�し�て最も重要なこ�

とです。特に，このような実技力は若い時に�

体に�し�みこませておく必要があります。�

　最近の授業展開では，�ビ�デオ映像，コン�ピ�

ューターグラフィックス等による映像教材デ�

モンス�ト�レ�イション全盛期であります。�し�か�

し�，私たち「生身の人間」の教師は芸能界で�

のライブショー的な授業展開，またはそれ以�

上の授業展開ができるはずです。生徒の前で�

多くの生徒を魅了する実技師範ができること�

が，現代において必要な教育力であります。�

これが「わかる・できる」授業のスター�ト�で�

す。�

　�

2．教師�は生�徒�の�実技�面�の�「�診断�」�が�でき�ま�す�

か？�

　技術の授業において，正�し�いのこぎりびき�

及びのこぎりびき動作とは？正�し�いかんけず�

り及びかんなけずり動作とは？げんのうによ�

る正�し�いくぎ打ち及びくぎ打ち動作とは？と�

生徒から質問が来たら教師は自信を持って答�

えられますか。�

　これが答えられなければ，できない生徒へ�

の的確な診断と指導ができません。最近の生�

徒は生活体験が未熟で，中学校の技術の授業�

で初めてのこぎりびき，かんなけずり，くぎ�

打ちをする生徒が急増�し�てきています。それ�

だけに，教師はこれらの技能診断技術を，ま�

ず身に付ける必要があります。そ�し�て，教師�

自ら模範となる師範実技ができなくてはなり�

ません。�

　この「診断できる」ことは何も実技指導上�

のことだけではなく，学習全般に関わる指導�

上の必要不可欠な視点でもあります。�

　�

3．�実技指導から始めよう!!　�…生徒による�「相�

互評価」�で!!

　現代の生徒に対�し�ては，�全身で学習する�「木�

工実技」から始めた方が，生徒達にとっては�

学習モチベーションを高め，興味関心を比較�

的長時間維持できるで�し�ょう。�

　実技をただ黙々と自分一人で行わせるだけ�

ではなく，二人一組に�し�て相互評価させなが�

ら実技の習得，習熟学習を行うような工夫も�

必要であります。この時には，木工作業動作�

を漠然と観察するのではなく，�「木工ものづく�

り診断カルテ」を使いながら，観察のポイン�

ト�（良好なかんなけずりができるための，�かん�

な移動の軌跡，身体位置と動作，力配分など�

の重要なポイン�ト�）�を明確に提示�し�て，�そのポ�

イン�ト�に注目させながら相互評価が行えるよ�

うにすることが大切であります。�

　�「A君ののこぎりびきは，�こことここが，�こ�

のようになっているから上手にできるのです�

ね。�」�，�「Ｂ君のかんなけずりは，�ここが，�もっ�

とこのようになると，上手になりますね。�」�と�

言うような会話が授業中に生徒間で交わすこ�

とができるように�し�たいものです。�

　�

4．�実技ができるようになってから，�理論の学�

習を　�!!

　近年，創造性を育む学習の必要性が叫ばれ�

ているようです。�し�か�し�，�創造性�（人のやって�

いない事，思いつかないことを，無から新た�

に�生�み�出�す�）�は�そ�う�簡�単�に�身�に�付�く�も�の�で�は�

ありません。それを普通教育の目標にするこ�

とは極めて困難なことです。�

　普通教育での技術教育においては，まず，�

ものづくりの技能が確実に「できる」ことが�

必要です。できることによって興味が沸き，�

自信が付き，探求心がめばえてくるものです。�
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　また，野菜の摂取が�

少ない子どもたちの実�

態から，野菜の１日の�

必要量を実物で提示�し�

た。�　�

切さを教わり，１日のエネ�ルギーの源になる自分�

の朝食メニューを点検する�。�

（4）�　�朝食に合うおか�ずをつくろう�

６学年　５月　�７時間�

　パン，牛乳に合うおかず�を栄養バランスに配慮�

し�ながら考え，調理する。�調理と組み合わせて献�

立学習を実施�し�，日常生活に生かせるよ�うにする。�

（5）�　�楽�し�い食事の工夫を�し�よう�

６学年　�　�11月　�10時間�

①グループで，昼食の献立�を考え，調理・会食を�

する。� ８時間�

②給食の献立を考え，提案�する。� ２時間�

　�（各クラスで一つずつ給食�に採用�し�てもらう）�

働きを教わる。�

　栄養の過不足による体�

への影響についても話�し�

てもらい，食事と健康の�

かかわりが具体的にとら�

えられるように�し�た。�

②栄養士から食品の栄養的�な特徴や体内での主な�

（2）�　�食事日記をつけよう�

③自分の選んだバイキング�メニューの栄養バラン�

スを確かめる。�

　自分が食べたものを，体�内での働きによって赤，�

黄，緑とシールを貼り，視�覚的にとらえられるよ�

うに�し�た。�３つのバランスについては�，�赤＋黄　�≦�

緑になっているかを確認さ�せた。�

「食」�と�健康�と�のかかわ�り�を�と�ら�え�，�
自�ら�の食事をふ�り�返る授業�

福島県福島市立森�合小学校　�中村 由里子�

3．授業の実際�

（1）�　�宿泊学習のバイ�キング，何を食べたか�な？�

①宿泊学習で友達の料理の�選び方を比較�し�，食事�

のとり方に対する課題意�識を高める。�

4．おわりに�

　共通に体験�し�た宿泊学習のバイキングにつ�いて�

焦点化�し�て話�し�合うことにより，これまで得�てい�

た食事に関する知識を�整理，統合することができ�

た。また，見直す視点�を具体的に与え，個別に自�

分の食事を見直すこと�によって，子どもたちは，�

食品に対する理解を深�めたり自分の食事の傾向に�

気�づ�い�た�りし�て�い�っ�た。�「食」の�楽�し�さ�を�感�じ�つ�

つ，�「食」と�健�康�の�か�か�わ�り�に�つ�い�て�主�体�的�に�考�

え，実践�し�ていくことができる子ど�もの育成に向�

けて今後とも努力�し�ていきたい。�

・�赤�の�中�で�も�体�内�で�骨�や�歯�に�な�る�食�品�に�
は花丸を付け，必�ずとるようにする。�

・緑の中でも緑黄色�野菜には○を付け，�２�
ポイン�ト�と�し�て数える。�
・赤＋黄≦　�緑になっているか。�
・赤が少なくないか�
・黄が多すぎないか�。�
・赤＋黄＋緑≧30になっているか。�

1．は�じ�めに�

　�「�生�き�る�力」を�は�ぐ�く�む�た�め�の�基�盤�と�な�る�食�育�

は，全教育活動を通じ�て行われている。これまで�

「食」について，他教�科や給食指導，学級活動で�

学んできたことを，家�庭科では，栄養の知識と結�

びつけ，自分の生活の�改善に役立てていくように�

する。子どもたちが，�健康と食事が密接にかかわ�

ることをとらえ，自分�の食生活を見直�し�ていくこ�

と�が�で�き�る�よ�う，次�の�手�だ�て�を�考�え，�「食」の�指�

導，特に学習指導要領�の内容�（4）�「食事への関心」�

の学習を実践�し�た。�

　�

　�

　�

　�

2．栄養学習の題材配列�

　栄養の知識は，一度�学習�し�たからといってすぐ�

身につくものではない�。２年間を通�し�て，自分の�

食生活について様々な�面から見直す機会を設け，�

繰り返�し�学習することによって，実践�的に身につ�

けさせていくように�し�た。�

（1）�　�宿泊学習のバイキン�グ，何を食べたかな�？�

５学年　７月　２時間�

　宿泊学習でのバイキ�ングをふり返りながら，食�

事の役割を考え，食品�を組み合わせてとる必要が�

あることを理解する。�

（2）�　�食事日記をつけよう�

５学年　10月　１時間�

　毎日の自分の食事の�記録をとり，栄養バランス�

がとれているか考察す�る。また，自分が日常どん�

な食品を口に�し�ているのかを知る。�

（3）�　�朝の生活を見てみよ�う�（朝食の大切さ）�

６学年　４月　２時間�

　朝の生活をふり返る�中で，栄養士から朝食の大�

①２年�間を�見通し�て，段�階的�に栄�養学�習を実�
施する。�

②食事を見直す視�点を具体的に提示する�。�

Ａ　野菜がないね。�
　おかずが，油っぽ�
　いものが多いかな。�

Ｂ　汁物がついている。�
　こっちの方が食品の�
　種類が多いよ。栄養�
　もありそう。�
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（3）�　�照度の測定と照�度分布図の作成�

　測定の前に，教科書の資�料をもとに�し�て，目的�

に合った照明と明るさ，照�度計の使い方を知らせ�

た。まず，採光のみの状態�で教室の各地点の明る�

さを測定�し�，ワークシー�ト�に照度分布図を作成�し�，�

気づきを話�し�合った。その後，カーテン�や照明を�

使用�し�た状態で，再び教室の各地�点の明るさを測�

定�し�，採光の場合と比べて�気づきを話�し�合った。�

1．は�じ�めに�

　快適な住まい方の学�習は，暖かさ，風通�し�，明�

るさなどから選択�し�て，問題解決的な学習を�行う�

ようになっている。教�科書には調べ方の例と�し�て，�

測定，実験，本やイン�ターネッ�ト�で調べる，家族�

にインタ�ビ�ューすることがあげられて�いる。子ど�

もが室内環境をとらえ�，工夫・改善できるように�

するためには，よりわ�かりやすい調べ活動を実施�

することが大切である�と考える。�

　ここでは，照度分布�図を用いた明るさの学習と�

子ども一人ひとりが参�加できる簡易測定を用いた�

風通�し�の学習を紹介�し�たい。�

　�

2．照度分布図を用いた明�るさの学習�

　明るさの学習では，�照度計を使って室内の明る�

さを測定�し�，測定点の明るさが生活活�動に対�し�て�

適当であるかどうかを�調べるという活動を実践す�

ることが多い。子ども�にとって照度計は興味をそ�

そられる機器であり，�それだけで学習活動は楽�し�

くなる。�し�か�し�，測定値だけを見ても，室内�全体�

の明るさの状態を把握�できないことが多かった。�

　そこで，測定値をも�とに照度分布図を作成する�

と，窓からの採光や照�明が室内の明るさに影響�し�

ている様子をとらえや�すくなり，適度な明るさを�

得るために工夫・改善�する活動が活性化するので�

はないかと考えた。�つまり，�これまで明るさを�「あ�

る点の数値」�でとらえていたものを，�「面で視覚的�

に」とらえられるよう�に�し�ようと考えたのである。�

（1）�　�題材名�

　第５学年「快適な住�まい方を考えよう」�

（2）�　�学習の流れ�

　①快適な生活につい�て話�し�合い，課題を設定。�

　②教科書を参考に�し�て調べる計画を立てる。�

　③明るさや暖かさに�ついて，測定や資料をもと�

に調べる。�

　④快適なくら�し�方についてまとめる。�

　照度分布図をかく際に，�測定値をもとに「等高�

線」をかくのは子どもには�難�し�いため，まず，測�

定点の値を明るさの度合い�で色分けを�し�，その後�

「等高線」�をかくように�し�た。その結果，�「オープ�

ンスペース側に行くほど暗�くなっている」�「教室の�

角やは�し�のほうが暗くなっている�」�「�（カーテン・�

照明の使用により）�明るい範囲が広がった」�などの�

気づきをあげることができ�た。�

簡易測定を利用�し�た授業の工夫�

長崎県長崎市立桜�町小学校　�米村　�郁子�

～快適な住�ま�い方�を�調べ�る�学習�を�通�し�て～�

　さらに，教室内の照度を�全員で確認するために，�

パソコンとプロジェクター�を使用�し�て照度分布図�

を提示�し�た。�

く状態を1，よく動く状�態を2，激�し�く動く状態を�

3と�し�て，各地点の風通�し�の状態を測定�し�た。�

　子どもたちは教室�

及びオープンスペー�

スの各地点を楽�し�そ�

うに測定�し�てまわっ�

た。その結果，各地�

点の風通�し�の状態，�

自分の座席の風通�し�の状態を知ることができ�，満�

足そうな様子がうかが�えた。�

　さらに，教室の両側�の窓を閉めた状態と，片側�

だけを開けた状態，両�側を開けた状態を比較�し�，�

カーテンの動きや風を�体感することによって，風�

通�し�をよくする窓の開け方に�ついて確認�し�た。�

4．おわりに�

　照度に�し�ても通風に�し�てもかなりの簡易測定で�

あるため，測定方法と�し�ては問題点が多い。�し�か�

し�，教師の提示する写真や実�験を見るだけでなく，�

子どもが実際に測定�し�，分布図をかいたり体感�し�

たりする学習は，室内�環境を実感と�し�てとらえる�

ことができる。今後も�，子どもの実践的活動を中�

心と�し�た，子どもにわかりや�すい授業のあり方を�

考えていきたい。�

3．子どもが測定�し�体感する風通�し�の学習�

　風通�し�を調べる学習と�し�て，これまで住宅模型�

を使用�し�てきた。住宅模型内に煙�が立ち込めるよ�

うに�し�ておき，窓を開閉�し�て空気の流れを見よう�

とするのだが，教室が明る�く煙が見えにくかった�

り，場所ごとの空気の流れ�がわからなかったりす�

ることが問題点であると感じ�てきた。また，住宅�

模型を使った実験は教師の�提示する実験であり，�

見るおも�し�ろさはあっても体験する楽�し�さのない�

授業であったように思う。�そこで，子ども一人ひ�

とりが体験することのでき�る活動とするため，紙�

片を用いて教室内の各地点�の風通�し�の様子を調べ�

る活動を取り入れるように�し�た。�

（1）�　�題材名�

　�第�６�学�年�「�気�持�ち�よ�く�く�ら�そ�う�～�夏�の�く�ら�し�～�」�

（2）�　�学習の流れ�

　本題材は季節に応じたく�ら�し�方を学習する題材�

と�し�て，衣服の着方や手入れ�（洗たく）�とすず�し�い�

住まい方�（風通�し�）�を合わせて設定�し�た。�

　①夏を快適に過ごすくら�し�方について話�し�合い，�

課題を設定する。�

　②衣服の働きやすず�し�い着方について学習す�る。�

　③衣服の手入れの仕方に�ついて学習する。�

　④すず�し�い住まい方について学習する�。�

（3）�　�紙片を用いて風通�し�を測定する学習�

　横2cm，�縦10cm程度の紙片を用意�し�，�紙片の揺�

れ方で，風がよく通る場所�や通らない場所を探す�

ように�し�た。�紙片が全く動かない状態�を0，�少�し�動�

表計算ソフトで作成した照度分布図�

（単位はルクス）�

運
動
場
側�

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
側�
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技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

〔生徒の感想�〕抜粋�

○日本の技術はこ�こまで進んでおり�，�ロボッ�ト�な�

どの技術が世界で１�位だと知って驚きま�し�た。�

○今まで生きてき�た中で，�科学がここまで進�んで�

いるとは思わなかっ�た。�今の世界はすごい�と思�

った。�

○私達が今，�豊かに生活できてい�るのは，�機械の�

おかげということが�分かりま�し�た。�少�し�は感謝�

し�たいと思います。�

○楽�し�かった。�先生の話も面白く�て，�時間がもの�

すごく早く流れた気�が�し�た　�!!

～技術分野の学習ガ�イ�ダ�ン�ス�～�

3．研究内容�

　研究は，生徒に技術のす�ばら�し�さを感�じ�させる�

ための教材を選定するとと�もに，学習プリン�ト�の�

工夫や学習活動の工夫を行�い，授業における生徒�

の変容，学習プリン�ト�の記入内容，授業後の生徒�

アンケー�ト�などから実践の検証を�行った。�

（1）�　�技術のすばら�し�さを感�じ�させる教材�

　技術のすばら�し�さを感�じ�させるために，最先端�

の技術の現状を見せるため�の資料をいろいろと探�

し�た。誰でも簡単に手に入�る資料であることを条�

件と�し�た。視覚から訴えた方が有�効と思い，イン�

ターネッ�ト�上で公開されている動�画が活用できな�

いか調べた。なお，視聴時�間は，授業全体の時間�

から考えて，10分前後の作�品と�し�た。�

　検�討�の�結�果「財�団�法�人　�機�械�記�念�事�業�財�団」の�

Webページのビ�デオラ�イブラ�リーから「Personal 

Robot PaPeRo」を選定�し�た。�

　この�ビ�デオは人とロボッ�ト�との関わりについて�

未来を指向�し�て開発された最先端の技術�を紹介�し�

ている。�

（2）�　�学習プリン�ト�の工夫�

　学習プリン�ト�は，授業の展開に沿うよ�うに内容�

を配置�し�た。また，�ビ�デオを視聴�し�ている時でも�

記入できるように簡単に�し�た。�

　そ�し�て，生徒が手元で書き込む�ことで，授業の�

流れを把握�し�，学ぶべき内容を理解�し�，考え，発�

表�し�，誰がみても学習の内容と取�り組み状況を把�

握できるように意図�し�た。�

　生徒が学習に集中�し�て取り組み，学習の目的�を�

十分に達成�し�，�「学習することが楽�し�い」�，�「もっと�

勉強�し�たい」と感�じ�ることができるように，生�徒�

自ら「形成的評価」ができ�るように工夫�し�た。�

　�

4．研究の成果と今後の課題�

（1）�研究の成果�

　授業実践を行った３校の�生徒の学習プリン�ト�か�

ら研究の成果を読み取った�。�

　以上のことから，�「生活や産業の中で技術の�果た�

し�ている役割」についての指�導を工夫すれば，生�

徒に技術分野を学ぶこ�との意義と大切さを感じさ�

せ，ものづくりの学習�をは�じ�めと�し�た技術分野の�

学習意欲を高めること�ができたと考える。�

　以下に，生徒の記述�し�た感想の具体例の一部を�

紹介する。�

　授業前では�（1）�そう思うが０％だった�が，�授業後�

は�（1）�そう思う�（2）�ややそう思うを含めると，３�校�

ともに90％以上の生徒が「�技術分野」の重要性を�

理解�し�ていることが読み取れた�（グラフ１）�。�

　そ�し�て，グラフ２のように３校�とも全員が意欲�

が高まったと読み取れた。�

　また，授業中の班活動で�は生徒から「○○○を�

つくってみたい」�「○○○ならできそう�だ」�といっ�

た意見が聞かれ，�「技術分野」�を学ぶことへの期待�

感を受け取ることができた�。�

（2）�　�今後の課題�

　児童・生徒の学習状�況については，�「中央教育審�

議会初等中等教育分科�会の教育課程部会家庭科，�

技術・家庭科の現状と�課題，�改善の方向性�（検討素�

案）�（教育課程部会等の審議を�踏まえて再整理�し�た�

もの）�」を参考に�し�た。�

　内容は「全般的に意�欲的に取り組んでおり，実�

践的・体験的な学習活�動の中で，児童・生徒は完�

成の喜びや体験する楽�し�さを感�じ�ている。�」�との記�

述がある。私たちが独�自に教員を対象に調査�し�た�

結果も同�じ�であった。�

　科学技術の発展を�「�Personal Robot PaPeRo」�の�

ビ�デオでイメージさせ，技術�分野の学習に関する�

意欲・関心を喚起する�ことができたといえるであ�

ろう。�

　これからの技術分野�の授業を通�し�て，ものづく�

りを支える能力，技術�を安全に活用できる力の育�

成を目指すように更に�研究実践を重ねていく必要�

がある。�

　最後に今回の研究を�行うにあたり「財団法人機�

械記念事業財団」の方�々に多くの資料を提供�し�て�

いただき，大変に感謝�し�ています。�

学ぶ�こ�と�の意義�と�大切�さ�を感�じ�さ�せる指導�

東京都台東区立柏�葉中学校　�小森　�信行�

１．はじめに�

　現行学習指導要領の�Ａの�（1）�「生活や産業の中で�

技術が果た�し�ている役割」は，技術分�野の学習の�

導入部分と�し�て大切な学習内容である�。�

　実際の指導は，�「教科書の口絵や章の導入ペ�ージ�

を使って解説する」�，�「まとまった時間を設け�ずに�

各単元の導入で技術の�役割を解説する」�，�「教師の�

技術に対する思いを語�る」�，�「先輩の作品を見せて�

ものづくり学習への導�入を図る」などであるが，�

その後の技術分野の学�習の意義と大切さを感じさ�

せるのに充分な指導に�なっているとはいえない。�

　わが国において，将�来の社会を担う子供たちに�

は，生涯を見通�し�，よりよい生活の創造に向�け主�

体的に取り組む力が求�められている。特に日本の�

産業の特徴である「も�のづくり」を支える能力を�

育てるには，技術と社�会・環境などの関わりにつ�

いて，系統立てた指導�を充実させる必要がある。�

そ�し�て，少ない授業時数の中で�指導の目標を達成�

するためには，生徒に�技術を学ぶことの意義と大�

切さを感�じ�させる指導が必要である。�

　そこで，技術分野の�導入と�し�て，中学校におけ�

る学習の見通�し�を立てさせるガイダンス的な�内容�

を取り入れ，生徒が技�術に対する学習意欲を向上�

させる指導を考えた。�

　�

2．研究のねらい�

　本研究では，学習指�導要領のＡの�（1）�「生活や産�

業の中で技術が果た�し�ている役割」の指導を中学�

校における技術分野の�学習の見通�し�を立てさせる�

ガイダンス的な内容と�し�て位置付けた。この内容�

の指導を工夫すること�により，生徒に技術分野を�

学ぶことの意義と大切�さを感�じ�させ，ものづくり�

の学習をはじめと�し�た技術分野の学習意欲を�高め�

ることをねらった。�



1．は�じ�めに�

　生徒が「わかった」�と思うのは，どんなときだ�

ろう。知りたいと欲す�ることに，納得のいく答え�

が出たとき，�「わかった」�と思うのではないだろう�

か。だから，授業に臨�むとき，知りたい，できる�

ようになりたいという�気持ちを大切に�し�たい。こ�

の気持ちを引き出すた�めに，少々古いが「ハッと�

し�て，グッときて，パッと目覚�める」導入は，何�

より大切な場面である�と考えている。そのために，�

導入には細心の注意を�払い，生徒の心をつかみ，�

授業が楽�し�みになる工夫を�し�ている。�

　また，�「授業が楽�し�い」というだけでなく�，�「授�

業」と「自分の生活」�を結びつけながら学習活動�

を展開することで，よ�り高次の「わかる」に発展�

すると考える。そのた�めの指導計画の工夫につい�

ても，生徒の実態を把�握�し�，最適な指導計画にな�

るよう常に改善に努め�ている。その一端をここで�

ご紹介させていただき�たい。�

2．わかることと楽�し�いこと�

　学習に主体的に取り�組み，自ら学ぼうとする態�

度，知りたい・できる�ようになりたいという気持�

ちを高めるためには，�楽�し�く学ぶことが大切だ。�

難�し�すぎたり，易�し�くて退屈だったり，自分�の生�

活とかけ離れていたり�では，生徒の関心・意欲・�

態度は高まらない。で�も，様々な授業の経験から，�

「楽�し�い＝わかる」ばかりでは�ないことは明らか�

である。�「楽�し�い」�と�「�わかる」�の関係は，次のよ�

うに考えることができ�る。�

　�

　�

　�

　�

　�

　分類の具体例をあげ�てみると，食品群の分類に�

ついて，ただ食品名だ�けを並べるだけの授業では，�
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退屈�し�，楽�し�くない�し�，わからないという，分類�

Ｄの状況になりかねない。�そこで，食品シールを�

貼る活動を取り入れてみる�。貼る活動が主になっ�

て�し�まうと，分類Ｂの状況�にとどまる。さらに，�

分類Ｃとなる状況と�し�ては，小テス�ト�をくり返�し�，�

十分満足な状況になるまで�実施するような指導が�

考えられる。導入で十分な�意欲を持たせることが�

できれば，くり返�し�挑戦する中で，到達度が上昇�

することに喜びや楽�し�みを見いだすことも可能で�

ある。�し�か�し�，往々に�し�て，わかるという点にお�

いては効果的だが，生徒の�主体的な学習とはいえ�

ない。分類Ａの状況にする�工夫と�し�ては，食品群�

１ポイン�ト�分の食品を印刷�し�たカー�ド�を作成�し�，�

カー�ド�ゲームを行い，生徒同士学�び合うなどの活�

動を取り入れることが，有�効であった。生徒が，�

楽�し�みながら，よりわかる�状況へと進んだことが，�

自己評価カー�ド�から確認することができ�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

～生活�に�活�き�てはた�ら�く�力の育成�を�めざ�し�て～�

わかる授業をつ�く�る�

栃木県宇都宮市立上河�内中学校　�大川　�美子�

3．楽�し�いことと活かすこと�

　授業の楽�し�さを考えるとき，上記のよ�うな楽�し�

さばかりにならないように�注意�し�たい。こういっ�

た楽�し�さは，教師が与えた楽�し�さであって，生徒�

自身から生まれた楽�し�さではないからだ。導入に�

おいては有効だが，�実践化に結びつけるには�，�「楽�

し�い」＝「生活に必要」と�いう，生活に活きては�

たらく力にまで高められな�いことが多いことも実�

践を通�し�て感�じ�ている。家庭科を教える�上で大切�

なことは，学ぶことの楽�し�さ，学んだことを活か�

すことの楽�し�さを生徒に伝えることだと�思ってい�

る。生徒にとって，知りた�かったことがわかる，�

できなかったことができる�ようになることが，楽�

し�さの中心になるような授�業をつくっていくこと�

が，その後の学習への動機�づけ，生活に活用する�

意欲となっていくのではな�いだろうか。�

　そのためには，生徒の実�態を把握�し�，目標やね�

らいを細かく設定�し�，それに近づいたとき，ま�た�

学びたいという意欲や態度�がもてるよう仕組んで�

いくことが大切であると思�う。例えば，調理実習�

において，栄養の知識も，�実習への意欲もあるの�

に家庭での実践に結びつか�ない状況では，その原�

因が何か判断�し�，指導計画を見直す必要�がある。�

知識もあって，意欲もある�この状況では，技能が�

十分でないことが考えられ�る。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　このような場合，生活に�活用するために，不十�

分な技能を重点化するとと�もに，指導すべき内容�

のもれがないか指導する内�容を確かめ，身につけ�

た知識や技能を手がかりと�し�て，次の高い次元へ�

ステップアップ�し�ていけるよう配慮�し�た指導計画�

を上記の表のように考えた�。�

　基本的な技能の確認と定�着のために，きゅうり�

の薄切り，りんごの皮むき�を経て，けんちん汁の�

里芋の皮をむき，他の材料�を煮る順序に応じて，�

適切な大きさに，切り方を�工夫�し�て切ると�し�，さ�

らに，魚を３枚におろすま�で，技能を高めていく�

よう，配慮�し�た。�

　この実践では，プロ�のような手さばきで，自分�

にはとてもできそうに�なかったことができたとき�

の喜びを味わえるよう�な体験をすることで，包丁�

の扱いに自信をもち，�積極的に活用�し�ようとする�

意欲と態度が向上�し�た。３枚おろ�し�には鰺を使う�

ことをおすすめする。�鰯の手開きよりも，秋刀魚�

よりもできばえが美�し�く，満足感が格段に違う。�

4．生活に活かすことは，�より高次のわかるこ�と�

　わかったことを実践�化するには，決�し�て学校だ�

けでできることではな�い。家庭の協力が不可欠で�

ある。本校では，次の�ような方法で家庭の協力を�

得ながら，ともに，生�徒の技能向上を感じてもら�

うことに�し�ている。きゅうりの薄切�り，りんごの�

皮むき，ともに，実施�日と実施方法，評価規準を�

２ヶ月前には事前に知�らせておく。その際，家庭�

での練習カー�ド�を作成�し�，練習を促す。上達のた�

めのコツを家の人など�にインタ�ビ�ュー�し�てくると�

いう課題を加えること�により，家の人を巻き込ん�

での練習が可能になる�。練習ごとに成果をグラフ�

　化�し�，上達が目に見えるよ�うに�し�，意欲が継続�

できるよう工夫する。する�と，学校での実習の�

成果が家庭での話題に上る�ようになる。さらに，�

瓶詰めに�し�たりんごジャムを家庭�に持ち帰らせ，�

家族で味わってもらう。�「おい�し�いね」�とほめら�

れ，�「またつくってね」�といわれれば，生徒にと�

っては，この上ない喜びと�なる。そうなると，�

既習の知識，技能をつかっ�て，自分なりの工夫�

を�し�，それを，自分のもの�と�し�て生活に活かせ�

る力と�し�て活用�し�，家族のために，つくる�喜び�

を味わえるようになってい�く。このわかった状�

態は，先述のAの状況よりも，もっと高次元�の�

わかった状態といえる�のではないだろうか。�

5．おわりに�

　生徒は，�「わかった」�「できた」という喜びを数�

多く体験することで自�信がつき，家族や地域のた�

めに自分ができること�を考え，実践できるように�

なる。そ�し�て，生徒は，何よりも「�よくわかる」�

「よくできる」�「楽�し�い授業」を望んでいる�。�

　今後も，この思いに�応えられるよう，３年間を�

見通�し�た指導計画のもと，生�徒の主体性を育み，�

実践的な態度を伸ばす�ための実践を続けていきた�

い。そ�し�て，技術・家庭科の学習が�好きな生徒を�

一人でも多く育ててい�きたいと思う。�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

食品カードは手札として配る。�
数字カードは食品群を表す�
場札で，伏せて置く。場札を�
めくり，出た数字の食品群に�
合う手札を場に出していく。�
手札がなくなったら上がり。�

カードゲームのルール（例）�

－　�楽�し�い　�＋�

＋�
　�わ�
か�
る�
　�－�

分類Ｃ�分類Ａ�

分類Ｄ�分類Ｂ�

分類Ａ：わかる�し�，楽�し�い�
分類Ｂ：わからないが，楽�し�い�
分類Ｃ：わかるが，楽�し�くない�
分類Ｄ：わからない�し�，楽�し�くない�
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～調理実習�を�通�し�て身�に�つけ�る�大切な�も�の～�

実生活に生かせる授業�と�は…�

大阪府大阪市立大正�東中学校　�梶原　�順子�

3．実践と工夫�

●１年生時の実習�例�

（1）�　�ピ�ザ�ト�ース�ト�，フルーツヨーグル�ト�

（簡単な朝食）�

（2）�　�スパゲッティミー�ト�ソース，オ�レ�ンジゼリー�

（簡単な昼食）�

●２年生時の実習�例�

（1）�　�ハム�ピ�ラフ，卵スープ� （米食，米の調理）�

（2）�　�鮭のムニエル，粉ふきいも，�ゆで野菜，野菜�

スープ� （魚の調理）�

（3）�　�豚肉のショウガ焼き，つけ合�わせ野菜，茶碗�

蒸�し�，白ご飯� （肉の調理，卵の特徴）�

（4）�　�サラダとチョコバナナのク�レ�ープ，紅茶�

（おやつでおもてな�し�）�

（5）�　�マカロニグラタン，牛乳かん�（乳製品の調理）�

（6）�　�簡単に作れるジャムパンとウ�インナーパン�

（小麦粉の調理，作る楽�し�み）�

　実習の内容には常にテー�マをもたせている。米�

食の良さや魚料理の必要性�，卵の特徴や人をもて�

なす心，日本人に足りない�カルシウムの取り入れ�

方，家でも作れるパンなど�，生徒の興味と食の知�

識が結びつくように考えて�いる。また，生徒の実�

生活に生かせるように，い�ずれも手軽で安価にで�

きること，生徒が家で作っ�ても失敗が少ないメニ�

ューに限定�し�ている。実習の時間も時間�内に感想�

文の記入まで行えている。�このことから実習終了�

時に�「家でも作ろう！」�という声が多く，�「実際に�

家でも作りま�し�た」という感想を後につ�け加える�

生徒も少なくない。また作�業の内容も回数を重ね�

るごとに段取りが良くなり�，身についている様子�

が手に取るようにわかって�くる。�

4．まとめ�

　各学年５～６クラス�という規模の学校だが，担�

任と選択授業も各学年�をこな�し�ている現状で，実�

習を多く取り入れると�準備と片づけに追われるこ�

とになる。そのため，�時間の確保と段取りに工夫�

が必要である。常に次�の準備のことを考えて片づ�

けを行うこと。�

●片づけの工夫�例�

・フキンは次に取り入�れ易いように干す。�

・用具は中が見える半�透明な容器に種類別に片づ�

ける。�（生徒が容器を間違えない�ように，�用具は�

必ず１つ余分に容器に残る�ように準備する。�）�

・オーブンなど使わな�いものにはほこりがかぶら�

ないように大きなビニール�袋をかける。�

　ちょっと�し�たことの工夫の積み重�ねが次の準備�

の時間の短縮につなが�る。�

　スポーツや勉強など�の活動をするときに必要な�

集中力や忍耐力は体力�の上に成り立っている。そ�

の体力を支えるのに食�は重要な役割を果た�し�てい�

る。成長や活動のため�に必要な栄養をバランス良�

く摂ることはもちろん�だが，おい�し�いものを家族�

や友だちとおい�し�く食べるという行為が体や�心に�

与える影響も忘れては�いけない。そのことを生徒�

に身をもって十分理解�させるのに調理実習は必要�

不可欠なものであり，�し�かも回数を重ねることで，�

より実生活に生かされ�るのではないかと考える。�

何よりも，�「次の調理実習が楽�し�み」�と言う生徒の�

声は，授業を進めてい�く教師にとってうれ�し�く，�

準備や片づけに追われ�る忙�し�さの疲れを癒�し�，次�

の授業への活力となる�。�

1．は�じ�めに�

　中学生になると，普�段の生活において自分で食�

品を選んで食事をする�ことが多くなる生徒や，運�

動部のような活発な運�動をこな�し�ていく生徒が増�

える。こう�し�た事情を考えると，食に�関する知識�

や技能が実生活で十分�に生かされる授業の展開を�

考えていかなくてはな�らない。生徒たちに食生活�

の大切さを知らせる機�会を作ると共に，実際に作�

って食べるという行為�が家庭生活において重要な�

役割を果た�し�ていることに気づき，実�践できる力�

を身につける授業が，�いま必要である。そのため�

にも技術・家庭科の調�理実習の充実が再認識され�

るときだと考え，授業�の実践に努めている。�

2．基本的な考え方�

　１年生時，調理実習�は２回行っている。主に調�

理実習での基本的な知�識や用具や道具の使い方を�

中心にルールを�し�っかり守り，清潔・安全を�第一�

に考え，実習が行える�ことに重点を置いて計画を�

立てている。普段の生�活でもそうだが，実習中は�

複数の作業が同時に進�行�し�ていたり，重なったり�

し�ている。�そのため，�最低限の作業�（準備や片づけ�

な�ど�）�は�い�ち�い�ち�指�図�し�な�く�て�も�生�徒�が�動�け�る�よ�

うに，見てわかるよう�に工夫�し�ている。�

●見てわかる工�夫の例�

・手洗い用洗剤の設置�と手洗いの仕方掲示�

・台フキンと食器フキ�ンの使い方�

・清潔教育の掲示�

・準備物や準備の順序�をカー�ド�で掲示�

　２年生時は，栄養や食品�についての知識が常に�

実習と重なるように計画す�ることはもちろん，作�

ることの楽�し�さや，食べることの喜び，�その時の�

人と人とのコミュニケーシ�ョンの取り方も，自然�

と食を通�じ�て創っていく楽�し�みを味わえるような�

雰囲気づくりを心がけてい�る。�

・栄養の�ピ�ラミッ�ド�や食事バランスガイ�ド�を使用�

し�た知識の定着�

・実習材料を６つの食品群�に分け，足りない食品�

を見つけ，理想のメニュ�ーに近づけるには？，�

を考えるプリン�ト�

・実習の自己評価と感想と�反省の記入�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�
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※小学校家庭科は表紙裏に掲載�し�ております。�

ア　基礎的な日�常食の調理ができる�こと。�また，�安�

全と衛�生に�留意し�，食品や�調理�用具�等の�適切な�

管理ができること。�

イ　地域の�食材�を生�かす�など�の調�理を�通�し�て，地�

域の食文化について�理解すること。�

ウ　食生活�に関�心を�もち，課�題を�もっ�て日�常食�又�

は地域�の食材�を生�か�し�た�調理�などの�活動�につい�

て工夫�し�，計画を立てて実践�できること。�

Ｃ　衣生活�・住生活と自立�

（1）�衣服の選択と手入れ�について，�次の事項を指導�

する。�

ア　衣服と�社会�生活�との�かか�わり�を理�解�し�，目�的�

に応�じ�た着用�や個�性を生�かす�着用を�工夫�できる�

こと。�

イ　衣服の�計画�的な�活用�の必�要性�を理�解�し�，適�切�

な選択ができること�。�

ウ　衣服の�材料�や状態�に応じ�た�日常着�の手�入れが�

できること。�

（2）�住居の機能と住まい�方について，�次の事項を指�

導する。�

ア　家族の�住空�間に�つい�て考�え，住居�の基�本的�な�

機能について知るこ�と。�

イ　家族の�安全�を考え�た室�内環�境の整�え方�を知り，�

快適な住まい方を工�夫できること。�

（3）�衣生活，�住生活などの生活�の工夫について，�次�

の事項を指導する。�

ア　布を用�いた�物の�製作�を通し�て，生�活を�豊か�に�

するための工夫がで�きること。�

イ　衣服又�は住�まい�に関�心を�もち，課�題を�もっ�て�

衣生活�又は�住生�活につ�いて�工夫し�，計画�を立て�

て実践できること。�

Ｄ　身近な�消費生活と環境�

（�1）�家�庭�生�活�と�消�費�に�つ�い�て，次�の�事�項�を�指�導�す�

る。�

ア　自分や�家族�の消�費生�活に�関心�をも�ち，消費�者�

の基本的な権利と責�任について理解す�ること。�

イ　販売方�法の�特徴�につ�いて�知り，生�活に�必要�な�

物資・�サービ�ス�の適切�な選�択，購入�及び�活用が�

できること。�

（�2）�家�庭�生�活�と�環�境�に�つ�い�て，次�の�事�項�を�指�導�す�

る。�

ア　自分や�家族�の消費�生活�が環�境に与�える�影響に�

ついて�考え，環�境に�配慮�し�た消�費生�活に�ついて�

工夫�し�，実践できること�。�

３　内容の�取扱い�

（1）�内容の�「�Ａ家族・家庭と子�どもの成長」�につい�

ては，次のとおり取�り扱うものとする�。�

ア　�（1）�，�（2）�及び�（3）�については，�相互に関連を図�

り，�実習や観察，�ロールプレイン�グなどの学習活�

動を中心とするよう�留意すること。�

イ　�（2）�のアについては�，�高齢者などの地域の�人々�

とのか�かわり�につ�いても�触れ�るよう�留意�するこ�

と。�

ウ　�（3）�のアについては，�幼児期における�周囲との�

基本的�な信頼�関係�や生活�習慣�の形成�の重�要性に�

ついても扱うこと。�（3）�のウについては，�幼稚園�

や保育�所等の�幼児�との触�れ合�いがで�きる�よう留�

意すること。�

（2）�内容の�「�Ｂ食生活と自立」�については，次の�と�

おり取り扱うものと�する。�

ア　�（1）�のイについては，�水の働きや食物�繊維につ�

いても触れること。�

イ　�（2）�のウについては，�主と�し�て調理実習で用い�

る生鮮食品と加工食�品の良否や表示を扱�うこと。�

ウ　�（3）�のアについては，�魚，�肉，�野菜を中心とし�

て扱い，�基礎的な題材を取�り上げること。�（3）�の�

イについては，�調理実習を中心とし�，�主と�し�て地�

域又は�季節の�食材�を利用�する�ことの�意義�につい�

て扱うこと。�また，�地域の伝統的な行事�食や郷土�

料理を扱うこともで�きること。�

エ　食に関�する�指導�につ�いて�は，技術�・家�庭科�の�

特質に�応�じ�て，食育�の充�実に資�する�よう�配慮�す�

ること。�

（�3）�内�容�の「Ｃ�衣�生�活�・�住�生�活�と�自�立」に�つ�い�て�

は，次のとおり取り�扱うものとする。�

ア　�（1）�のアについては，�和服の基本的な�着装を扱�

うこともできること�。�（1）�のイについては，�既製�

服の表�示と選�択に�当たっ�ての�留意事�項を�扱うこ�

と。�（1）�のウについては，�日常着の手入れは主�と�

し�て洗濯と補修を扱�うこと。�

イ　�（2）�のアについては，�簡単な図などに�よる住空�

間の構想を扱うこと�。�

ウ　�（3）�のアに�つい�ては，�（1）�の�ウとの�関連�を図り，�

主と�し�て補修�の技�術を生�か�し�てでき�る製�作品を�

扱うこと。�

（�4）�内�容�の「Ｄ�身�近�な�消�費�生�活�と�環�境」に�つ�い�て�

は，次のとおり取り�扱うものとする。�

ア　�内容の�「�Ａ家族・家庭と子ど�もの成長」�，�「Ｂ食�

生活と自立」�又は�「Ｃ衣生活・住生�活と自立」�の�

学習と�の関�連を�図り，実�践的に�学習�でき�るよ�う�

にすること。�

イ　�（1）�については，�中学生の身近な消費�行動と関�

連させて扱うこと。�

　�

１　指導計�画の�作成�に当�たっ�ては，次�の事�項に�配�

慮するものとする。�

（�1）�技�術�分�野�及�び�家�庭�分�野�の�授�業�時�数�に�つ�い�て�は，�

３学年�間を見�通�し�た全体�的な�指導計�画に�基づき，�

いずれ�かの分�野に�偏るこ�とな�く配当し�て�履修さ�

せること。�その際，�家庭分野の内容の�「Ａ家族・�

家庭と子どもの成長�」�の�（3）�のエ，�「Ｂ食生活と自�

立」�の�（3）�のウ及び�「�Ｃ衣生活・住生活�と自立」�

の�（3）�のイについては，�これら3事項の�うち1又は�

2事項を選択して履�修させること。�

（�2）�技�術�分�野�の�内�容�の「Ａ�材�料�と�加�工�に�関�す�る�技�

術」�から�「Ｄ情報に関する技�術」�並びに家庭分野�

の内�容の「Ａ�家族�・家�庭と�子ど�もの�成長」か�ら�

「Ｄ身近�な消�費生�活と�環境」の�各項�目に�配当�す�

る授業時数及び履�修学年については，�地域，�学校�

及び生�徒の�実態�等に�応�じ�て，各�学校�にお�いて�適�

切に定めること。�その際，�技術分野の内容の�「Ａ�

材料と加工に関す�る技術」�の�（1）�及び家庭分野の�

内容の�「�Ａ家族・家庭と子ど�もの成長」�の�（1）�に�

ついては，�それぞれ小学校�図画工作科，�家庭科な�

どの学�習を�踏ま�え，中学�校にお�ける�学習�の見�通�

し�を立�てさ�せる�ため�に，第１学�年の�最初�に履�修�

させること。�

（3）�各項目及び各項目に�示す事項について�は，�相互�

に有機�的な�関連�を図�り，総合的�に展�開さ�れる�よ�

う適切�な題�材を設�定�し�て計�画を作�成す�ること。�

その際，�小学校における学�習を踏まえ，�他教科等�

との関�連を�明確�に�し�て，系統的�・発�展的�に指�導�

ができるよう配慮�すること。�

（4）�第１章�総則の�第１の�２及び�第３章�道徳の�第1に�

示す道�徳教�育の�目標�に基づ�き，道徳�の時�間な�ど�

との関�連を�考慮し�な�がら，第３�章道�徳の�第２�に�

示す内�容に�つい�て，技術�・家庭�科の�特質�に応じ�

て適切な指導をす�ること。�

２　各分野�の内�容の�取扱�いに�つい�ては，次�の事�項�

に配慮するものと�する。�

（1）�基礎的・基本的な知�識及び技術を習得し�，�基本�

的な概�念な�どの�理解�を深め�ると�とも�に，仕事�の�

楽�し�さ�や�完�成�の�喜�び�を�体�得�さ�せ�る�よ�う，実�践�

的・体験的な学習�活動を充実すること�。�

（�2）�生�徒�が�学�習し�た�知�識�及�び�技�術�を�生�活�に�活�用�で�

きるよ�う，問題�解決�的な�学習を�充実�する�とと�も�

に，家庭や�地域�社会�との�連携を�図る�よう�にす�る�

こと。�

３　実習の�指導�に当�たっ�ては，施�設・�設備�の安�全�

管理に配慮し，�学習環境を整備す�るとともに，�火�

気，�用具，�材料などの取扱�いに注意�し�て事故防止�

の指導�を徹�底�し�，安�全と�衛生に�十分�留意�する�も�

のとする。�

４　各分野�の指�導に�つい�ては，衣�食住�やも�のづ�く�

りなど�に関す�る実�習等の�結果�を整理し�考�察する�

学習活�動や，生�活に�おけ�る課題�を解�決す�るた�め�

に言葉や図表，�概念などを用いて�考えたり，�説明�

し�たり�するな�どの�学習活�動が�充実す�るよ�う配慮�

するものとする。�

第３　�指導計画の作成と内容の取扱い�

　生活に�必要�な基礎�的・�基本的�な知�識及び�技術�の�

習得を�通�し�て，生活と�技術�との�かかわ�りに�ついて�

理解を�深め，進�んで生�活を�工夫し�創造�する�能力と�

実践的な態度を育て�る。�

　�

〔技術分野〕�

１　目標�

　ものづ�くり�などの�実践�的・体�験的�な学習�活動�を�

通�し�て，�材料と加工，�エネルギー変換，�生物育成及�

び情報�に関す�る基�礎的・�基本的�な知�識及び�技術を�

習得す�ると�ともに，技�術と�社会�や環境�との�かかわ�

りにつ�いて�理解を�深め，技�術を�適切に�評価し�活用�

する能力と態度を育�てる。�

２　内容�

Ａ　材料と加工�に関する技術�

（�1）�生�活�や�産�業�の�中�で�利�用�さ�れ�て�い�る�技�術�に�つ�い�

て，次の事項を指�導する。�

ア　技術が�生活�の向上�や産�業の�継承と�発展�に果た�

し�ている役割について�考えること。�

イ　技術の�進展�と環境�との�関係�につい�て考�えるこ�

と。�

（2）�材料と加工法につ�いて，次の事項を指�導する。�

ア　材料の特徴と利�用方法を知ること。�

イ　材料に�適�し�た加�工法�を知�り，工具�や機�器を安�

全に使用できるこ�と。�

ウ　材料と�加工�に関す�る技�術の�適切な�評価�・活用�

について考えるこ�と。�

（�3）�材�料�と�加�工�に�関�す�る�技�術�を�利�用�し�た�製�作�品�の�

設計・製作につい�て，次の事項を指導�する。�

ア　使用目�的や�使用条�件に�即�し�た機能�と構�造につ�

いて考えること。�

イ　構想の�表示�方法�を知�り，製作�図を�かく�ことが�

できること。�

ウ　部品加工，組立�て及び仕上げができ�ること。�

Ｂ　エネルギー�変換に関する�技術�

（�1）�エ�ネ�ル�ギ�ー�変�換�機�器�の�仕�組�み�と�保�守�点�検�に�つ�

いて，次の事項を�指導する。�

ア　エネル�ギー�の変換�方法�や力�の伝達�の仕�組みを�

知ること。�

イ　機器の�基本�的な�仕組�みを�知り，保�守点�検と事�

故防止ができるこ�と。�

ウ　エネル�ギー�変換に�関す�る技�術の適�切な�評価・�

活用について考え�ること。�

（�2）�エ�ネ�ル�ギ�ー�変�換�に�関�す�る�技�術�を�利�用し�た�製�作�

品の設計・製作に�ついて，次の事項を�指導する。�

ア　製作品�に必�要な�機能�と構�造を�選択し�，設計が�

できること。�

イ　製作品�の組�立て・�調整�や電�気回路�の配�線・点�

検ができること。�

Ｃ　生物育成に�関する技術�

（1）�生物の生育環境と�育成技術について，�次の事項�

を指導する。�

ア　生物の�育成�に適す�る条�件と�生物の�育成�環境を�

管理する方法を知る�こと。�

イ　生物育�成に�関する�技術�の適�切な評�価・�活用に�

ついて考えること。�

（�2）�生�物�育�成�に�関�す�る�技�術�を�利�用し�た�栽�培�又�は�飼�

育について，次の事�項を指導する。�

ア　目的と�する�生物�の育�成計�画を�立て，生�物の栽�

培又は飼育ができる�こと。�

Ｄ　情報に�関する技術�

（�1）�情�報�通�信�ネ�ッ�ト�ワ�ー�ク�と�情�報�モ�ラ�ル�に�つ�い�て，�

次の事項を指導する�。�

ア　コンピ�ュー�タの構�成と�基本�的な情�報処�理の仕�

組みを知ること。�

イ　情報通�信ネ�ッ�ト�ワ�ーク�にお�ける基�本的�な情報�

利用の仕組みを知る�こと。�

ウ　著作権�や発�信�し�た情報�に対�する�責任�を知り，�

情報モラルについて�考えること。�

エ　情報に�関す�る技術�の適�切な�評価・�活用�につい�

て考えること。�

（2）�ディジタル作品の設�計・制作について，�次の事�

項を指導する。�

ア　メディ�アの�特徴�と利�用方�法を�知り，制�作品の�

設計ができること。�

イ　多様な�メデ�ィア�を複�合�し�，表�現や�発信�ができ�

ること。�

（3）�プログラムによる計�測・制御について，�次の事�

項を指導する。�

ア　コンピ�ュー�タを利�用�し�た計�測・制�御の�基本的�

な仕組みを知ること�。�

イ　情報処�理の�手順�を考�え，簡単�なプ�ログ�ラムが�

作成できること。�

３　内容の�取扱い�

（1）�内容の�「�Ａ材料と加工に�関する技術」�の�（1）�につ�

いては，技�術の�進展�が資源�やエ�ネル�ギー�の有効�

利用，�自然環境の保全に�貢献�し�ていることや，�も�

のづく�りの�技術が�我が�国の伝�統や�文化を�支え�て�

きたことについても�扱うものとする。�

（2）�内容の�「�Ｂエネルギー変�換に関する技術」�の�（1）�

のイに�つい�ては，漏�電・感�電等�につ�いて�も扱う�

ものとする。�

（3）�内容の�「�Ｃ生物育成に関�する技術」�の�（2）�につい�

ては，地域�固有�の生�態系に�影響�を及�ぼす�ことの�

ないよう留意するも�のとする。�

（4）�内容の�「�Ｄ情報に関する技�術」�については，次�

のとおり取り扱うも�のとする。�

ア　�（1）�のアについては�，�情報のディジタル化�の方�

法と情報の量につい�ても扱うこと。�（1）�のウにつ�

いては，情�報通�信ネ�ッ�ト�ワ�ーク�にお�ける�知的財�

産の保護の必要性に�ついても扱うこと�。�

イ　�（�2）�に�つ�い�て�は，使�用�す�る�メ�デ�ィ�ア�に�応じ�て，�

個人情報の保護の必�要性についても扱�うこと。�

（5）�すべての内容におい�て，�技術にかかわる倫�理観�

や新�し�い発想�を生�み出�し�活用し�よう�とす�る態度�

が育成されるように�するものとする。�

　�

〔家庭分野〕�

１　目標�

　衣食住�などに�関す�る実践�的・�体験的�な学�習活動�

を通�し�て，生活�の自立�に必�要な�基礎的�・基�本的な�

知識及�び技�術を習�得す�ると�ともに，家�庭の�機能に�

ついて理解を深め�，�これからの生活を�展望�し�て，�課�

題をも�って生�活を�よりよ�く�し�よ�うと�する能�力と態�

度を育てる。�

２　内容�

Ａ　家族・家�庭と子どもの成�長�

（1）�自分の成長と家族�について，�次の事項を指導す�

る。�

ア　自分の�成長�と家族�や家�庭生�活との�かか�わりに�

ついて考えること。�

（�2）�家�庭�と�家�族�関�係�に�つ�い�て，次�の�事�項�を�指�導�す�

る。�

ア　家庭や�家族�の基�本的�な機�能と，家�庭生�活と�地�

域とのかかわりにつ�いて理解すること。�

イ　これか�らの�自分と�家族�との�かかわ�りに�関心を�

もち，家族�関係�をよ�りよく�する�方法�を考�えるこ�

と。�

（3）�幼児の生活と家族�について，�次の事項を指導す�

る。�

ア　幼児の�発達�と生�活の�特徴�を知�り，子ど�もが�育�

つ環境�と�し�て�の家�族の役�割に�ついて�理解�するこ�

と。�

イ　幼児の�観察�や遊び�道具�の製�作など�の活�動を通�

し�て，幼児の遊びの�意義について理解す�ること。�

ウ　幼児と�触れ�合う�など�の活�動を�通�し�て，幼児�へ�

の関心を深め，かか�わり方を工夫できる�こと。�

エ　家族又�は幼�児の�生活�に関�心を�もち，課�題を�も�

って家�族関�係又は�幼児�の生�活につ�いて�工夫�し�，�

計画を立てて実践で�きること。�

Ｂ　食生活と�自立�

（1）�中学生の食生活と�栄養について，�次の事項を指�

導する。�

ア　自分の�食生�活に�関心�をも�ち，生活�の中�で食�事�

が果た�す役�割を�理解�し�，健�康に�よい�食習�慣につ�

いて考えること。�

イ　栄養素�の種�類と�働き�を知�り，中学�生に�必要�な�

栄養の特徴について�考えること。�

（2）�日常食の献立と食�品の選び方について�，�次の事�

項を指導する。�

ア　食�品�の�栄�養�的�特�質�や�中�学�生�の�1日�に�必�要�な�食�

品の種類と概量につ�いて知ること。�

イ　中学生の１日�分の献立を考えるこ�と。�

ウ　食品の�品質�を見�分け，用�途に�応�じ�て選�択で�き�

ること。�

（3）�日常食の調理と地�域の食文化について�，�次の事�

項を指導する。�

第１　�目標�

第２　�各分野の目標及び内容�


